
No.2 ふなおか共生の里づくり推進協議会

交流体験で梅ぼりを教える

経 緯

○農地が廃れていく故郷の景色に
「どうにかせねば」と思い、集落営
農組織船岡農場を立ち上げる。

○農村の諸問題の解決のため、農
家がまとまるだけでなく、地域と地
域外、業種・世代を超えた連携の
必要を感じ、その繫がりを作る交
流や事業を行える仕組みをつくる。

取組内容

○次世代への取組として保育園や小学校の
田植え体験実施。

○多面的機能支払制度の広域協定への参
加により、地域の保全活動の実施。

○集落と協議会で実行委員会をつくり、交流
体験農園や農泊の受け入れを行う。

活動の効果

○多くの団体で構成しており、新たに地域プロジェクトマネージャーを登用し、関連法人
をたちあげるプロジェクトを始動。

○地域の農地集約面積が75パーセントを超える。
○農村ボランティア学生や地域おこし協力隊を中心に、共生の里づくり活動へ若者が

参加し、延べ20人以上の若者が県外から移住。地域の活性化に欠かせない交流人
口が増加。

～人と自然と郷土と共に生きる里づくり～

ふなおかきょうせいのさとづくりすいしんきょうぎかい

農泊事業と連携した廃校活用型農泊施設

鳥取県八頭町
やずちょう

環境保全・
景観保全

企業との連携農林漁業
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